












この研究 に従事するにあた り、心に決めたひとつの言葉である。私の所属す る極限科学研究セソター
は、強磁場を使 って実験で きる世界的にも数少ない共同研究施設であることか ら、他の研究室や学外か
らの共同研究者の来訪が多いことが特徴である。
私 が4年 生の冬、低温セソター横にある超強磁場実験施設 にて、某府立大学の先生 とLowSp量n-
HighSpin転移を観測するという目的で磁化測定 を行 っていた。我 々の行 ってい るパルス強磁場 での
実験 は、約0.5msecとい う短時間のパルス磁場 を発生 し、その間に磁場スキャソを行 って しまうという
もので、つまりメイソの実験 はこの0.5msecで終了 して しまうわけである。 これだけを読む とこの実験
は非常に楽です ぐ終わって しま うように思えるのだが、実際にはヘ リウム温度への予冷や クライオスタッ
トのセッティングなどに数時間かかる。 さらに一番時間のかかる要因と して、磁場発生 コイルが発熱す
るためにこれがお さまるまでの待 ち時間がある。 この待 ち時間 は強磁場 を発生す るほど長 くな り50T
の場合は約30分 程度 になる。 これによ り実験時間は さらに伸 び朝から準備を始めて も終了は夜遅 くに
な るとい うわけである。
この 日もそんな調子で実験 を していたのだが、4.2Kで転移が観測できなかったために、少 し高温に
して実験 してみ ようということになった。 しか しもうすでに終電の時間が迫 ってきてお り、予定 してい
たマシンタイムも限 られているので、私 の初のお泊 まり実験 とあいな りました。
実験は明け方 まで続き何 とか転移 の兆候は観測す ることが出来たのだが、その先生曰 く、今 まで徹夜
を したことがないそ うで、"明日出来 ることは今 日しない"と いうのがモ ッ トーとのこと。 この言葉は
一見堕落 したようにも思えるが、 もっと深い意味を私は感 じとりウソウソとうなずいたのである。眠い
のにだ らだ らやって も能率は上 がらない しミスは増 える。そんなことならもっとて きぱ きやって、さっ
さと寝て次の 日に頑張 る方がず っと能率的だと思 うのである。
最近は企業で も残業時間の切 り詰めが行われてお り、残業す るや有給休暇を取れない人間は能率の悪
い人間 として評価は下が うて しま う。一般的 にはサソプルを作 っているところや、装置を24時間動か
し続けなければいけないところもあるので一概には言えないが、昨今研究一辺倒にな りがちな人が多い
のではないかと思 うのである。そんな中、実は遊べ る人が仕事の出来る人なのではなかろうか。運動 し
ないと成人病 も恐い しね。
しか し、私のようなペーペーが独 りこう思い立 ち、実行 した ところで、すべてオー ライとい うほど世
間は甘 くない。特に大学 などとい うところはボスがいる間は自由に出来ないとい う場合が多いであろう。
これは研究 において も然 りである。学位を取 ってい るとい うことはすなわち一人前、少なくとも半人前
の研究者 として認められた、と私は思 っている(ち なみに私 はまだ青い)。それに もかかわらず、 自由
に研究で きないどころかボスの論文、とんでもない ことには研究費の申請書のお絵か きまでや らされる、
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とい った話 を聞 く。 これ じゃあ自由に時間 を使 うことなんてとてもで きそ うもない。
そんなご時世、我が研究室はスキー合宿、花見、バーベキューや 日常 よく行われてい る炊 き出 しなど
で、ろ くに遊ぶ時間 もない。 と書 くと君たちはいつ実験 してい るんだ、 と思われるかもしれないが、現
在非破壊での発生磁場 と しては世界最高の77Tを達成 してお り、 さらに今後100T、60mKでの物性測
定が可能 となる 日もそ う遠 くないであろ う。また、「正統な」物性測定と して も、独創的な研究が行わ
れていると自負 している。 これはすべて我々が多 くの部分で自由に、そ して自分で考 えて研究 をやらせ
てもらっているお陰だと思って感謝 している。
お っと、そろそろ時間だ。
私 も先生を見習 ってテニスに行 こおっと。
一35一
